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玉葱の蔚芽抑制に関ナる研究

回 隆暢・沢田義康輔

Studies on the inhibition of onion bulb sprouts 

by means of chemical and mechanical treatments 

By 

Takashi TAGAWAt and Yoshiyal:lU SAWADAtt 

CIコ緒 員

玉葱は北海道に於ける主要作物の一つ号、あり，冬季

間の貯蔵読書聖として，或は遣外p 海外移輸出農産物と

しての重要性については多言を要さない。然るにそれ

らの貯蔵訟の不備のため，年々春季気温の上昇と共に

溺芽により多量の腐敗，損耗をきたし経済的損失もま

た甚大である。従って適切な処理方法によりかような

損耗を防止し，長期間良好状態に貯蔵し，その食用的

並に商品的価値を維持する事がでぎれば農業上卑益す

る所もまた大であろう。而して最近各種縞物ホルモy

1fiJの適用により疏菜類の萌芽抑制についてはほぼその

目的を達し今や実用の域に入りつつある。これに反

し玉葱鱗茎はその組融構造上馬鈴薯等の如く外部上よ

り植物ホルモンを撒布する事により簡単に茄芽抑制の

目的を達ずることは困難でるる。最近合成物質として

のマレイ y酸ヒドラジット (MH)の利用により玉葱の

商芽抑制j上注目すべきF効果を挙げているが1)，価格，

処理方法上未だ実用の域に達していなL、。

元来)謂芽抑制jに関する研究は作物生理学的に重要な

課題でるるばかりでなく，応用面からみるも極めて興

味るる問題である。筆者の一人(沢田:1，4)) もまた前報

において玉葱鱗茎内の貯蔵吻質の消長を明かにすると

ともに，耳目芽機構の一端を報告した。本研究に於ては

上記の知見を基礎として，種々なる薬剤j処理，炭酸ガ

ス処理，並に乾燥処理により玉葱の扇芽抑制実験を

行い，茄芽機構並に抑制効果に関し二三の結果を得た

のでここに報告する。

なお本研究の実施にらたり北海道科学研究費の援助

をうけた。ままに記して感謝の意を表する。

発北海道大学農学部 崎北海道学芸大学旭川分校

十HokkaidoUniversity tt Hokkaidol'Gakugei U則 verslty

CIIコ実験方法

[A] 供試材料

供試玉葱は，昭和25，26年9月札幌村収穫のもの，

並に昭和 27年9月滝川町収穫の「札幌黄極」を用い

た。

[B] 各種薬剤による粛芽抑制試験

本試験は昭和26年2月より昭和27年4月に亙る期

間，北海道大学農学部並に北海道学芸大学旭川分佼に

おいて行った。即ち玉葱鱗茎球床部除去処理，ナアタ

レシ酷殴， メドメ液，ベノレピタンK処理p 及び乾燥剤

とLて塩化カルシウムを入れたデシケータ内乾燥処理

を行った。処理方法としては，下記試験区に分ち，各

区当わ約25011.大の玉葱 10個体を用いた。

1) 玉葱鱗茎球床部除去処理区:鱗茎の球床部を直

径lOmmの木経穿孔器にて深さ 3-5mm除去する

区，及び鋭利なナイフで球床を切断除去する処理を泊

した。

2) 2.4-D処理区:2.4-Dの 1000，3000， 5000， 

10，000， 15，000倍各水溶液を球床部切除，並に無処理

鱗茎球床部の内層鱗片に各個体あたり， .0.1 ccずつ注

射Lた。他方上記 2.4-D各濃度水溶液を球床部に塗

布Lた。

3) ナアタレy酷酸エチルエステル処理区:本剤の

500， 300， 100， 50 mgをそれぞれ四塩化炭素 1ccに

溶解し，球床部切断面に，各個体あたり O.lcc注射

した。叉ナフタレン酷酸エチルエステル 700，500， 

300， 100， 50 mgの各今を球床部切断面に塗布した。

4) ナフタレシ酷酸区本剤の 1，3， 5， 7， 10， 

12 9~ 溶液各々 10cc を球尿部切断面，並に無処理鱗

茎に噴霧した。

5) メド点液区本剤の 20，509;;及び原液の各々



これからも明かで為る如く木蕊主主子L探による鱗茎球

床部一切断除去区においては顕著な)jfJ芽抑制効果が認め

られた。叉球床部切断区はp 対照区に比しかなり著し

い茄芽抑制効果が認められた。前幸~3)4) に於いて蔚芽

拍出に際してみられる各鱗片内の貯蔵物質の分解並に

転流がこのま求床古[1を経て行われるととを示したが，実

際球床部切断p 又は切除処理により，各鱗片内貯蔵物

質のj[!訟流過程が阻害され，結果的に茄芽抽出が抑制さ

れるものとJ尽われる。

実験 2: 次に 2，4-Dの各種濃度溶液処理につい

てみるに，先ず 1000，3000， 5000， 10，000倍 2，4-

D水溶液を 0.1ccずつ鱗茎球床部より内層鱗片に注

射した結果を第 2，3表並に第2図に示した。上記よ

り明かな如し J>jc床部切断鱗茎においては， 1000倍
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を球床部切断面，並にm処理強茎J>ji床部に塗布し，書
類入れ紙袋中に街全J貯蔵した。
6) ベルピタンK区本剤の 1，2， 3， 4， 5 gを球

床部切断，並に無処理鱗主主にまぶし書類入れ紙袋中に

筏封貯蔵した。

7) 乾燥貯蔵区:容酪 5000ccのデシチタ{に乾燥

斉uとして底部に主主化カルシウムを入れ，上古[1にI守政手L

を作り，その中に球床部切断，並に無処迎鱗茎をそれ

ぞれ別個のデシケ F ダ F に入hl貯蔵した。

第2表玉葱鱗茎球部切断処理後 2，4-D各

種濃度溶液注射による瀦芽抑制試験

1W1 JjJj ::q.コ倒体数

ιj  3月:4月 I 5月
度， 14'j 20日 I5日 I10日主抑制率

|数 30日 46日 I81日 (μ)i鵬数

II 3，而i-ti l7Jj: 
[]I i 5， 000 10 1 2 7 7 30 1 

IV 10，両五|-717- 叩 o

TjiJ芳三 腐敗

(倍)

実

各種薬剤による競芽抑制試験

本実験は2月中旬より 5月i'l'i旬に亘る 3カ月間を通

じて行¥.."1，この間各種処理による加芽抑制効果宮検討

した。なお実験に用いた玉葱鱗茎;土， いずれも 50C

以下の倉応に貯蔵中の鱗茎に各種処理を施L発芽抑制j

拭!民主三行った。

実験 1・先ず鱗茎f>ji)米部処理においては，木i主主主孔

器によるJ'jJ;床部除去区，球床部切断区p 及び対照区の

3 区においてJ~ì床部の段続的傷害による各鱗片内の)jfJ

芽構成物質移動の阻害程度を検し，第1表並に第1図

に示す結果を得た。

実験結果及び考察仁IIIコ

I 

第1図 鱗茎f主床吉ji処理区横断T訂

A) ~~t茎球F幹部木松穿孔器による除去処3m区
1ヨ)鱗茎J"R床部切断処:rm区
C)鱗茎奴処王!jj区

第2図 鱗茎球床部無処fm2，4-D f子経水熔
液をf主床部より 0.1cc注射処J:iJl

A) 2，4-D 1000倍液処四区横断面

B) 2，4-D 3000倍液処迎区桜断面

C) 2，4-D 5000倍j{!UL以H区横断面

第1表玉葱鱗茎E話、床長15処理によるJj)'ff芽抑制!
試験 (処)iH開始時 2月18日)

2，4-D処理にて 70;;';:;の崩芽抑制効果を示L，それよ

り濃度が下るに従い抑制率も低下するが， 10，000 倍

液にてもなお 10;;，;'の抑制率を示ナ。然るにな掠昔Ji無

処玉虫鱗茎にては， 1000倍処理区では 100;;bの崩芽抑

制三容を示ずが 5000it'i処理区ではも早茄芽抑制効果が

認められず，更に 15，000倍処理区においては対照区

実 i処理 101! 蹴芽例体数 JTh穿腐敗

験!ル I3月 i4月 I5月
ドト 20 5旦 1旦抑制率l

空15 法 l数|3OR146RlmSi (μ)戸数
:1nr- 'liL 

fl'e 10' 0 9 10 0 I 0 
l'H 区
切断 l 

II I ，，"叩げ 10 1 7 8! 26 0 

直
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第 3 表紙処理玉;忽~~茎の球床部に 2， 4-D

各1m濃度溶液注射による疏芽抑制試験

V 15， 000 10; 10 

に比し，むしろ顕著な1JA芽促進の傾向が認められた。

実験 3: 次に上記各濃度の 2，4-D溶液をJ>J()末部

切断面に塗布した場合の茄穿抑制効果{土第 4 表の如~tr

結果を得た。これからも明らかである如く， 2，4--Dの

第4表 玉葱鱗茎球床部切断面に 2ぅ4-D各

jiIT濃度溶液塗布による茄芽抑制試験
~四-字自白血-~沼田町田恒国-抽出歯--司需珊蜘鴇問掛布

実 i2，4-D .個 jJ;-J芽 f同体数 脳茅|腐敗

食! 」 i依門下 4]15Jl-
11波及 :1'1' 115日 5日， 10日抑制率

区俗)数 1 30日 I 51日町(;"の ImI鰍

工| O 2 80 0 

70 0 

90 0 

4 60 0 

V 15， 000， 10. 0 1 8 20 0 

各種濃度の溶液を鱗茎球床吉15に注射p 及び塗布した

場合，何れの処理区も 1000倍液において最も抑制効

果が顕著でるり，濃度の低下に伴い抑制効果も減還し

?と。更に各 2，4-D処理区を通じ 3月中旬以後鱗茎忘jc

床郊の顕著な突出隆起の現象が認められた。

実験 4: ナブタレン簡酸エチルエステル溶液 (N

AAE)の塗布処理の結果を第 5，6表に示ず。先ず

NAAE 500 mg， 300 mg， 100 mg， 50 mgをそれぞ、

れ四湿化炭素 1cc に溶解した後p 球床音Ji切断面より
内層鱗)打乙各個体 0.1cc るて注射した。この処理

区は，処理1カ月後に 90;"~の腐敗を皇した(第 5 表

参照)。他方 NAAE700 mg， 500 mg， 300 mg， 100 

mg， 50mgをそれぞれ四塩化炭素 1ccに溶解した

実

験

第5表 1W，処理玉葱鱗茎の球床吉J5に十ブダレ
ン階段エチルエステル各部濃度j溶液注

射による演芥抑制試験

工 500 10 O O 10 

五 。
]旺 100 10! 0 

IV i 50 10 

第6表 玉葱鱗茎!寝苦[l切断処理後，由一ナフタ

レン酪酸エチノレエステル各j事濃度溶液

塗布による疏芽抑制試験

10 

5 

4 

実 3-7;ω W'J三土土了二 IjJ月芽 腐敗

験中被エ片 3月 J4j115月 i
寸/しエ(1-' 15日 5 J=i ' 10日抑制率l

区 7Jglし数 30日 51t=i町 (μ)
1 700 10 0 0 0 100 5 

II! 500 10 O 。 O 100 4 
JII 300 10 。 O O ! 100 5 

一一一一一一

IV i 100 10 。。 3 6257 2 
一一一一一一

V 50 10 O 。 6 25 2 

液をそれぞれ切断固に塗布した場合， 7CO mg， 500 mg， 

300mg区において 100μ の茄芽抑制jがみられたが，

腐敗も叉著しかった(第6表，第3図表f!的。

第3図 鱗茎1主床'Iij5切断処開後ナアタレン[1:，
西空エチノレエステノレ (NAAE)各符溶液

球 fjf神l塗布処珂

I 対照区

II NAAE 50 mg処J'l!区
TlI NAAE 100 mg処県民
工vNAAE 300 mg処理区
V NAAE 500 mg処理区

実験 5: ナフタレシ酷竣水溶液 1，2， 5， 7， 10， 
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12 ヲぷを王求1~( 1i'ßPI断裁に無処理鱗ささ;こ各々 10cc るて

噴霧した場合には飛んど抑制効果が認められずp むし

ろ鱗茎の腐敗を来たした(第7，8表参照)。なお 2，4-

第 7 表玉葱鱗茎f3j~床部切断処理後ナプダレ y

E昔酸噴霧による萌芽抑制試験

タ
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ン

可
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ナ
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第8表 玉葱f持茎球床部無処理後十プダレン
鴎酸噴霧による疏芽抑制試験

実ナアタ図 1竺坐主制二|腐敗|鱗茎!主

ン百ii 体 I3J! 4月 5月l
E2 1 』!竺旦 5旦笠~l 抑制率 !部隆起

I ~J"，.. :'ii¥，...... k'1 r-t D1  t-' :'f肉体数個体数
区(が) I数 j30日51日61日(ガ)

I 1 。i O O 
工I 2 。 1 
TII 5 O 4 

lV 2 i 3 I 57 3 4 

10 V 

VI. 12 

第 4 図

2) 鱗茎1求床yt間i¥U:i.l!J:!IlメF'メ ii!(JJ;f液球床部塗布区
4) 鱗茎無処理メドメ液 50%液球床部塗布区

第 5 図

6) 乱~~喜球床部切断処理メドメ液 20;;;;' 

際ii![塗布区

8) 鱗茎球床吉jijR¥処mn求月三部:存期iメドメ
液 205;;'溶液注射区

第 6 関

5) 鱗茎球床部f仮処J'!jjメ1-"メ液 20タ五郎
i夜塗布

7) 鱗茎球応部切断処理メドメ]反;従塗布

区

D 3J'H国の際， 鱗茎の上刻表部に隆起を認めたがp 出ーナ W5芽抑制成l果は認められなかった(第6図会!1m。更に
プタレ:/f明酸処理の場合は， 2，4-D処理の場合よりも frtK~菜刷;j~部切断処理後， メドメ液 20μ を切断面に塗

顕著な隆起がみられたの而してこの隆起が腐敗の直接 布、及び邦処理鱗茎の球尿部主主刺注掠処湿した場合lふ

の原因となったものと思われる。しかもナアダレン酷 第 5図に示すす口〈多少の蔚芽抑制J効果が認あられたη

股の濃度増大に比例して降起の個体数も増加し [1つ ßfJちメドメ液のMñ芽抑制効呆はp 主~(床在Y1，~処理鱗茎;二

降起の状態'b顕著できらった。 おいてはp 原液乃至 50μ溶液な使用する事により i三!

実験 6: メドメ液による萌芽抑制結よ誌は，第 4， 的ヵ'1主ゼ『られた。 20必溶液にては，f日i芽抑制は認めら

第 5，第6図に示した。 fmち}oj，司末註15，幣処理鱗茎におい れずp ただ:f，ji床部切断後塗布するかp 又{土穿刺処理ナ

ては， )京液並に 50%溶液を球床部に塗布処理すると る場合にw(程度の扇芽抑制効果が認められた。

とにより， J11IT芽抑制閥j果を認めた(第 4 図ゑN~ü。黙し 実験 7: 元来ベルピタ:/Kの有効成分は揮発性物

メドメ液 205;;'溶液を無処盟隣家;こ塗布した場合には 質で2ちる i抗議類入れ紙袋に?fl~封してIH蔵処理を行つ
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たがp 馬鈴薯にみられるような顕著な溺芽抑制効果は

認められなかった。即ち紙袋*に実験鱗茎とベルピタ

γKを 1，2， 3， 4， 5gずつ投入後密封した場合3

f手袋の上/習に位置した鱗茎は崩芳したが，下部に位置

した鱗主主，溺芽抑制1効果:を認らた(第7図参H百)0 f~p 

tぅベノレビタγKを用いて玉葱のnA芽抑制を試みる場合

には完全なる密封が必要と考えられる。

実験 8: 乾燥剤として塩化カルシウムを用いたデ

シケタ{内に球応部切断，並に然処理鱗茎を別々に貯

~. 7 図

16) [f()!i茎球床1ft)切断処洩ベノレビタンK5g

密封貯蔵処理

18) 株主計ぽ処理ベソLピタン K 5g符王:lJロ
蔵処j:JIl

mg  

10 

8 

。~ 0四一一一一o、ι

第 8 図

11) 鱗茎球床吉f;奴処flJl!ほ化カノレシウム入り

デシケター中の乾燥貯蔵処flU区

13) 鱗茎球床古lj切断処r~li 区.tIiî.化力ノしシウム

入日デ、シケター11'の乾燥貯蔵処r:u区

蔵じた場合，第8図に示ナ如ぐ T:日]芽抑制効果がみられ

た。なおその際燐三室内貯蔵物質として還元寄の消長を

みると対照p 乾燥処理区聞に顕著な差異は認められな

い。他方ヨle還元糖の消長については第 9，10閣に示す

ま口<:，対照区にては比較的早期に外層鱗jf内の非還元

糖は消失ナる。叉内層鱗片のそれも漸減し2月 26日

にいたり完全に消失する(沢田むの)。しかるに乾燥処

理区にては内外鱗片からの非還元糖の{I~'í失時期が対照

区のそれに比して遅れる。けだし非還元燃は玉葱の貯

蔵炭水化物と考えられてL、るがp 乾燥処理によるとの

ものの分解p 転流のi泣止が加芽抑制の1~j乍に関係をも

つものと考えられる。
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第 10図 乾燥処PIl区における鱗茎各鱗1十内のゴ!ミ還元糖量

亡IVJ捕事

1) 木研究は玉葱「札脱黄趨」 を材料として，鱗茎

球床部切断処理，薬剤処理，乾燥処理等によりp その

j謂芽抑制注並に抑制機作を明かにずる目的で行ったも

ので怠る。なお，乾燥処阻区の溺芽抑制期日仁f~nて於け

る鱗片rJj還元糖及びゴド還元備の消長をもi1J求し?と4

2) 鱗茎f求j未部処理区においては，木径三手-fL(，f'iにて
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鱗主主球床部を切断除去する事により顕著に蔚芽を抑制

さぜることがでぎた。叉鱗主主主求応部を切断することに

よっても，対照区に比しかなりの抑制j効果のあること

を認めた。

3) 2，4-D溶液処理にては， 1000倍液を球床部切

断部に塗布或は注射することにより 3 いずれも茄芽を

抑制することがでぎる。なお 15，000倍液処理区は対

照区に比L却って蔵芽促進の傾向あることが認められ

た。ナプタレン酸酸エチルエステルもJls芽抑制効果は

認あられる力主処理玉葱に腐敗を起し易〈実用的には

殆んどその価値がみとbられない。メドメ液は球床部

無処迎鱗茎において，原液乃至 50~b 溶液を球床部に

塗布した後密封貯蔵することにより顕著な溺芽抑制効

果のるることを認証うた。なお塩化カルシウムによる乾

燥貯蔵処理にては完全な蔚芽抑制を得た。

4) 2，4-D溶液塗布p ナプタレシ勝醍噴零処理の

場合鱗茎球球部に顕著な隆起が発生する。特にナフタ

レy酷酸において著るしい。

5) 玉葱を乾燥条件下で貯蔵する場合比較的長期に

豆り崩芽を抑制させることができる。而して鱗茎内貯

蔵物質としての糖類の消長の点からみると，この処理

は貯蔵糖分の移動変化を阻止することにより蔚茅を抑

制ずるものの如くである。而してこの簡単な処理法は

玉葱の溺芽抑制法として実用上応用価値があると考え

る。
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Resume 

The present investigation was carried out 

in order to explore the methods of inhibiting 

the sprouting of onion bulbs， by means of 
chemical and meckanical treatments， using the 

variety，“Sapporo-Kiidama" as material. The 

experimental results obtained may be summa-

rized as follows: 

1. When either the basal plates of the 

onion bulbs were scooped out with a cork-

borer， or simply the basal plates of the bulbs 
were cut away with a sharp knife， the sprou-
ting of the onion bulbs was inhibited for a 

long time as compared with that of control 

bulbs. 

2. Such sprout inhibition was also attained 

by smearing 2，4-D solution diluted 1000 times 

on the cut surface of basal plates of the 

bulbs， or by injecting a small amount of this 
solution into the basal region of the bulbs. 

On the contrary in similar treatments with 

solutions diluted 15， 000 times， sprout quicken-
ing was recognized. 

3. Ethyl ester of alpha naphthaleneacetic 

a巴idof varied concentrations are also useful 

for the sprout inhibition of onion bulbs. But 

the treatment with this chemical so frequently 

caused rotting of the bulbs， that this chemical 
treatment seems to have little practical 
importance. 

4. As sprout inhibitors of onion bulbs， 
Medome-selution， a special inhibitor or axil-
lary buds of' tobacco plants， is also effective 
when concentrated solution was smeared on 

the basal parts of the onion bulbs before 

storing uuder tightly enclosed condition. 

5. When the onion bulbs were treated with 

2，4-D solution or alpha naphthaleneacetic acid， 

sometimes enormous protuberances resulted 
at the bottom of the bulbs. 

6. When the onion bulbs stored under dried 

condition， thesprouting of the bulbs was 
inhibited for a relatively long duration. This 

simple and effective method for preventing 

the sprouting of onion bulbs may be worthy 

of a practical consideration. 


